
港 湾・空 港 関 係



長
府
地
区

唐
戸
地
区

東
港
地
区

岬
之
町
地
区

本
港
地
区

西
山
地
区

新
港
地
区

下
関
港

国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整

備
事

業
（
水

深
1
2
m
）
【
直

轄
】

し
も

の
せ

き
こ

う

■
事

業
概
要

下
関
港

港
空
－

1

○
我
が
国
港
湾
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港

需
要

の
大

幅
な
伸

び
を
踏

ま
え
、
「
官

民
連

携
に
よ
る
国
際

ク
ル

ー
ズ
拠

点
」
を
形
成

す
る

港
湾
に
選
定
さ
れ
た
下
関
港
に
お
い
て
、
港

湾
施

設
の

整
備

を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
の
整

備
を
実

施
し
ま
す
。

岸
壁
（
水
深

1
2
m
）

新
港
地
区

凡
例

整
備
箇
所

事
業
費
：
1
,
4
60
百
万

円
継
続

1



下
関

港
海
岸

直
轄
海
岸
保
全

施
設

整
備

事
業

【
直

轄
】

■
事
業
概
要

○
平
成
１
１
年

の
台
風

１
８
号

で
発
生

し
た
高

潮
に
よ
っ
て
背

後
地

域
が

甚
大

な
浸

水
被

害
を
受

け
た
こ
と
等

か
ら
、
長
府
・
壇
ノ
浦
地

区
及
び
山
陽
地
区
に
お
い
て
、
高
潮
対
策

と
し
て
既

設
の

護
岸

の
改

良
や

水
門

設
置

等
の

整
備

を
行

い
ま
す
。

し
も

の
せ

き
こ

う
か

い
が

ん

凡
例

整
備
箇
所

下
関
港
海
岸

長
府

・
壇

ノ
浦

地
区

山
陽
地
区

越
波

状
況

平
成

1
1
年

9
月

台
風

1
8
号

に
よ
る

背
後

地
域
の

浸
水

状
況

平
成

1
1
年

9
月

台
風

1
8
号

に
よ
る

護
岸

及
び
道

路
の

被
災

状
況

事
業
費
：
1
,
2
21
百
万

円

港
空
－

2

継
続

2



北
九
州
港

響
灘
東
地
区
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業
（
水

深
1
0
m
等
）
【
直
轄
】

き
た

き
ゅ

う
し

ゅ
う
こ

う

港
空
－

3

〇
洋
上

風
力
発
電
設
備
の
効
率
的
な
輸
送
・
建

設
を
可

能
と
し
、
洋

上
風

力
発

電
の

導
入

促
進

を
図

る
た
め
、
岸
壁
の
整

備
、
地
耐
力

強
化
等
の
港
湾
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
、
泊

地
、
航

路
・
泊

地
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

■
事
業

概
要

北
九
州
港

事
業
費
：
1
,
7
91
百
万

円
継
続

響
灘
東
地
区

岸
壁

(水
深

1
0
m

)

泊
地

(水
深

1
0
m

)

航
路
・
泊
地

(水
深

9
m

)

凡
例

整
備
箇
所

ひ
び

き
な

だ
ひ

が
し

3



博
多
港

予
防
保
全
事
業
【
直

轄
】

は
か

た
こ

う

港
空
－

4

■
事

業
概
要

○
穀
物
船
等
が
大
型
化
し
て
い
る
中
、
航
路

・
泊

地
の

浅
所

箇
所

を
解

消
の

た
め
、
航

路
・
泊

地
の
整

備
を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
航
路
・
泊

地
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

博
多
港

事
業
費
：
1
,
9
00
百
万

円

香
椎
パ
ー
ク
ポ
ー
ト
地
区

箱
崎
ふ
頭
地
区

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
地
区

中
央
ふ
頭
地
区

凡
例

整
備
箇
所航

路
・
泊
地

(水
深

12
m

)(改
良

)

継
続

4



苅
田
港

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備

事
業

(水
深

1
3
m

)【
直

轄
】

か
ん

だ
こ

う

港
空
－

5

■
事

業
概
要

○
バ
ル
ク
貨
物
の
需
要
増
加
及
び
船
舶
の

大
型

化
へ

の
対

応
す
る
た
め
に
、
国

際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備

を
行

い
物
流
の

効
率
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
航

行
船
舶
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
航

路
、
防

波
堤

の
整

備
を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
航
路
、
防

波
堤

の
整

備
を
実

施
し
ま
す
。

航
路

(水
深

1
3
m

)

新
松
山
地
区

本
港
地
区

南
港
地
区

事
業
費
：
8
7
0百

万
円

苅
田
港

凡
例

整
備
箇
所

防
波
堤

継
続

5



現
滑

走
路

２
，

８
０

０
ｍ

×
６

０
ｍ

増
設

滑
走

路
２

，
５

０
０
ｍ
×

６
０
ｍ

滑
走
路
間

隔
２

１
０
ｍ

福
岡

空
港
滑
走
路
増
設
事
業
【
直

轄
】

福
岡

空
港

■
滑
走
路
増

設
事

業
の

概
要

○
目
的
：
滑
走
路
処
理
能
力
を
抜
本
的
に
向
上

さ
せ
、
今

後
の

航
空

需
要

の
回

復
及

び
増

加
に
対

応
す
る
た
め
の
受

入
環
境

整
備

を
推

進
○
供
用
開
始
予
定
日
：
令
和

7
年

3
月

3
1
日

※
航

空
法

第
4
0
条

に
基

づ
く
告

示
◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容
：
用
地
造
成
、
滑
走

路
新

設
、
誘

導
路

新
設

等
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

▲
到

着
機

▲
▲

平
行

誘
導
路
で
待
機
中
（
出
発
機
）

【
滑

走
路

南
端

部
】

取
付

誘
導
路
で
待
機
中

（
出

発
機
）

▼

▲
▲

平
行

誘
導
路
で
待
機
中
（
出
発
機
）

取
付

誘
導
路
で
待
機
中

（
出

発
機
）

▼
出

発
機

▼

▲
取

付
誘

導
路
で
待
機
中

（
出

発
機
）

【
滑
走
路

北
端

部
】

取
付

誘
導
路
で
待
機
中

（
出

発
機
）

▼

▲
取

付
誘

導
路
で
待
機
中

（
出

発
機
）

事
業
費
：
1
3
,
21
1
百
万

円

港
空
－

6

継
続

ふ
く
お

か
く
う
こ

う

6



伊
万
里
港

七
ツ
島
地
区
国

際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業
（
水

深
1
3
m
）
【
直
轄
】

■
事

業
概
要

○
コ
ン
テ
ナ
物

流
の
機
能
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整

備
と
と
も
に
、
港

湾
関
係
車

両
の
円

滑
な
物
流
動

線
を
確
保

す
る
た
め
の

臨
港
道
路
の
整
備

を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
臨
港
道

路
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

い
ま

り
こ

う
な

な
つ

じ
ま

伊
万
里
港

凡
例

整
備
箇
所

岸
壁
（
水
深

1
3
m
）

航
路

泊
地

（
水
深

1
3
m
）

七
ツ
島
地
区

七
ツ
島
地
区

浦
ノ
崎
地
区

久
原
北
地
区

久
原
南
地
区

瀬
戸
地
区

臨
港
道
路

港
空
－

7

事
業
費
：
5
4
0百

万
円

継
続

7



長
崎
港

松
が
枝
地
区
旅
客

船
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
1
2
m
）
【
直
轄
・
補
助
】

な
が

さ
き

こ
う

○
長
崎
港
松
が
枝
地
区
に
お
い
て
、
大
型
ク
ル

ー
ズ
船

に
対

応
し
た
港

湾
施

設
の

整
備

を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
及
び
道

路
の

整
備

等
を
実

施
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

長
崎
港

港
空
－

8

小
ヶ
倉
地
区

松
が
枝
地
区

泊
地
(
水
深
1
2
m
)

【
直
轄
】

岸
壁
(
水
深
1
2
m
)

【
直
轄
】

臨
港
道
路

【
補
助
】

凡
例

整
備

箇
所

土
井
首
地
区

香
焼
地
区

毛
井
首
地
区

皇
后
地
区

常
盤
・
出
島
地
区

元
船
地
区

事
業
費
：
1
,
7
76
百
万

円
継
続

ま
つ

が
え

8



厳
原
港

厳
原
地
区
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
7
.5
ｍ
等

）
【
補
助
】

い
づ

は
ら

こ
う

○
フ
ェ
リ
ー
等
乗
降
客
の
安
全
性
・
利

便
性

向
上

、
荷

役
の

効
率

化
及

び
既

存
係

留
施

設
の

老
朽

化
に
対
応

し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整
備

を
行
い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
及

び
道

路
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

厳
原
港

港
空
－

9

厳
原
地
区

久
田
地
区

道
路

(H
)

岸
壁

(水
深

7
m

)

凡
例

整
備

箇
所

事
業
費
：
2
7
9百

万
円

継
続

い
づ

は
ら

9



八
代
港

外
港
地
区
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル

改
良

事
業

（
水

深
1
4
m
）
【
直
轄
】

■
事

業
概
要

○
九

州
中
央
に
位
置
す
る
穀
物
飼

料
原

料
の

取
扱

い
タ
－

ミ
ナ
ル

と
し
て
、
船

舶
の

大
型

化
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
の

削
減

を
図

る
た
め

既
存
タ
－

ミ
ナ
ル
の
改
良
を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
航
路
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

や
つ

し
ろ

こ
う

八
代
港

港
空
－

10

凡
例

整
備
箇
所

外
港
地
区

加
賀
島
地
区

航
路

(水
深

1
4
m

)

事
業
費
：
5
0
0百

万
円

継
続

が
い

こ
う

10



海
洋
環
境
整
備
事
業
【
直
轄
】

○
瀬
戸
内
海
及
び
有
明
・
八
代
海
に
お
い
て
、
船

舶
航

行
の

安
全

確
保

と
海

域
環

境
の

保
全

を
図

る
た
め
、
海
洋
環

境
整
備

船
に
よ
る

浮
遊
ご
み

回
収
を
実
施
し
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
引
き
続
き
、
海

洋
環

境
整

備
船

に
よ
る
浮

遊
ご
み

回
収

を
実

施
し
ま
す
。

■
事
業

概
要

「
が
ん
り
ゅ
う
」
（
瀬
戸
内
海
）
に
よ
る

浮
遊
ご
み
（
萱
・
草
）
の
回
収

瀬
戸
内
海

有
明
・
八
代
海

管
轄
区
域

多
関
節
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
流

木
の

回
収

回
収

し
た
流
木

浮
遊
ご
み
（
萱
・
草
）

「
海
煌
（
か
い
こ
う
）
」
（
有
明
・
八
代
海
）
に
よ
る
流
木
の
回
収

港
空
－

11

事
業
費
：
5
8
3百

万
円

継
続
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大
分
港

大
在

西
地

区
複

合
一

貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
（
水
深

9
m
）
【
直
轄
・
補

助
】

お
お

い
た

こ
う

大
在
西
地
区

大
在
地
区

大
在
東
地
区

坂
の
市
地
区

大
分
港

港
空
－

12

■
事

業
概
要

○
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足

や
労
働

時
間

規
制

に
よ
る
、
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の

需
要

が
増

加
し
て
い
る
中
、
大
分
港
に
お
け
る
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

の
増
便
及
び
岸
壁
の
水
深
不
足
の
対

応
に
む
け
た
港

湾
施

設
を
整

備
し
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
、
泊
地

の
整

備
及

び
道

路
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

凡
例

整
備

箇
所

事
業
費
：
3
0
8百

万
円

岸
壁
(
水
深
9
m
)
(
耐
震
)

【
直
轄
】

泊
地
(
水
深
9
m
)

【
直
轄
】

中
防
波
堤

西
防
波
堤

道
路

【
補
助
】

継
続

お
お

ざ
い

に
し

12



大
分
港
海
岸

直
轄
海
岸

保
全
施
設

整
備

事
業

【
直
轄

】
お

お
い

た
こ

う
か

い
が

ん

■
事
業
概
要

○
南
海
ト
ラ

フ
地
震
・

津
波
の
切

迫
性
に

加
え

、
台

風
時

の
高

波
・

高
潮

に
よ

っ
て

背
後

地
域
が

浸
水
被
害

を
受
け
た

こ
と
等
か

ら
、
住
吉
地

区
、
津
留

地
区
、
乙

津
地

区
及

び
鶴

崎
地

区
に

お
い

て
、

津
波

・
高

潮
対

策
と
し
て

護
岸
（
改

良
）
等
の

整
備
を

行
い
ま
す
。

住
吉

地
区

津
留
地
区

乙
津
地
区

鶴
崎
地
区

凡
例

整
備
箇
所

大
分
港
海

岸

高
波

浪
に
よ
る
吸

い
出

し
に
伴

う
水
た
た
き
の
陥

没
状

況
平

成
2
6
年

1
0
月

台
風

1
9
号

に
よ
る
背

後
の
浸

水
状

況
事

業
費
：
1
,
1
49
百
万

円

港
空
－

13

継
続
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細
島
港

外
港
地
区
防
波
堤

整
備

事
業

【
直

轄
】

■
事

業
概
要

○
港

内
の
静
穏
度
を
確
保
し
、
荒
天
時
に
お
け
る
荷

役
作

業
の

効
率

化
、
船

舶
の

安
全

性
の

確
保
並

び
に
津
波

浸
水
被

害
の
低

減
を

図
る
た
め
、
防
波
堤
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
防
波
堤
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

ほ
そ

し
ま

こ
う

外
港
地
区

防
波
堤

(南
沖

)

凡
例

整
備
箇
所

商
業
港
地
区

工
業
港
地
区

白
浜
地
区

G
o
o
gl

e
 E

ar
th

港
空
－

14

細
島
港

事
業
費
：
2
5
0百

万
円

継
続

が
い

こ
う

14



本
港
区

新
港

区

鴨
池

港
区

中
央
港
区

谷
山
一
区

鹿
児
島
港
に
お
け
る
港
湾
整

備
事

業
【
直

轄
】

か
ご

し
ま

こ
う

鹿
児
島
港

港
空
－

15

①
国

際
ク
ル

ー
ズ
拠
点
整
備
事
業

(水
深

1
0
m

)
■
事
業
概
要

○
我
が
国
港
湾
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
需
要

の
大
幅
な
伸
び
を
踏
ま
え
、
「
官
民
連
携
に
よ
る
国
際
ク
ル

ー
ズ
拠
点
」
を
形
成
す
る
港
湾
に
選
定
さ
れ
た
鹿

児
島
港
に
お
い
て
、
港
湾
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

〇
令
和

3
年
度
完

了
◆
令
和

3
年
度
の

事
業
内
容

：
岸
壁
及
び
航

路
泊
地
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

②
鴨

池
中
央
港
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

■
事
業
概
要

○
港
湾
物
流
の
円
滑
化
を
図
り
離
島
へ
供
給
す
る
生
活
物
資
の
安
定
供
給
を
目
的
と
し
て
、
臨
港
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
臨
港
道
路
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

①
岸
壁

(水
深

1
0
m

)

①
航
路
・
泊
地

(水
深

1
0
m

)

②
臨
港
道
路

凡
例

整
備

箇
所

事
業

費
：

1
,
8
92
百

万
円

事
業

費
：

1
,
1
31
百

万
円

継
続

完
成

15



志
布
志
港
に
お
け
る
港
湾
整

備
事

業
【
直

轄
】

■
事
業
概
要

○
船
舶
の
大
型
化

や
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
と
と
も
に
港
内
の
静
穏
度
を
確
保
す
る
た
め
、
港
湾
施
設
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

◆
令

和
3
年
度
の
事
業
内
容

：
防
波
堤
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

し
ぶ

し
こ

う

志
布
志
港

■
事
業
概
要

①
新

若
浜
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
1
4
m
）

②
新

若
浜
地
区

ふ
頭
再
編
改
良
事
業
（
水

深
1
4
m
）

○
南
九
州
地
方
の

畜
産
業
を
支
え
る
穀
物
の
拠
点
港
と
し
て
、
企
業
間
の
連
携
に
よ
る
大
量
一
括
輸
送
に
対

応
し
た
輸
入
拠
点
及
び
効
率
的

な
海
上
輸
送

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
令
和

3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

港
空
－

16

事
業

費
：

1
7
0百

万
円

事
業

費
：

3
0
0百

万
円

継
続

継
続

16



川
内
港

唐
浜
地
区
国
際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備

事
業

（
水

深
1
2
m
）
【
直
轄
】

せ
ん

だ
い

こ
う

○
林
産
品
の
輸
出
量
増
加
等
に
伴
う
原
木
運

搬
船

及
び
コ
ン
テ
ナ
船

の
大

型
化

に
対

応
す
る
た
め
国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整

備
を

行
い
ま
す
。

○
令
和

3
年
度
新
規
事
業
着
手

◆
令

和
3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
、
泊

地
、
航

路
泊

地
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

港
空
－

17

凡
例

整
備
箇
所

事
業
費
：
5
0
0百

万
円

新
規

川
内
港

航
路
・
泊
地
（
水
深

1
2
m
）

唐
浜
地
区

京
泊
地
区

泊
地
（
水
深

1
2
m
） 岸
壁
（
水
深

1
2
m
）

か
ら

は
ま

17



西
之
表
港

洲
之
崎
地
区
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
（
水
深

7
.5

m
）
【
直
轄
】

に
し

の
お

も
て

こ
う

○
貨
物
需
要
の
増
大
に
伴
う
船
舶
の
大
型
化

に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
大

規
模

地
震

発
生

時
の
緊
急

物
資
輸

送
拠
点

と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
複
合
一
貫
輸
送

タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整

備
を
行

い
ま
す
。

○
令
和

3
年
度
新
規
事
業
着
手

◆
令

和
3
年
度
の
事
業
内
容

：
岸
壁
及
び
泊

地
の

整
備

を
実

施
し
ま
す
。

■
事
業
概
要

港
空
－

18

事
業
費
：
1
5
0百

万
円

新
規

西
之
表
港

天
神
地
区

中
央
地
区

洲
之
崎
地
区

泊
地

(水
深

7
.5

m
)

岸
壁

(水
深

7
.5

m
)

す
の

さ
き

18



指
宿

港
海
岸

直
轄
海
岸
保
全
施

設
整

備
事

業
【
直

轄
】

い
ぶ

す
き

こ
う

か
い

が
ん

■
事
業
概
要

○
砂
浜
の
著

し
い
侵
食

と
既
設
護

岸
の
老

朽
化

に
よ

り
、

台
風

時
の

高
波

・
高

潮
に

よ
っ

て
背
後

地
域
の
浸

水
被
害
や

背
後
道
路

の
陥
没
等
が

発
生
し
て

い
る
こ
と

か
ら
、

湯
の

浜
地

区
に

お
い

て
、

侵
食

対
策

と
し

て
突
堤
、
離

岸
堤
（
改

良
）
等
の

整
備
を

行
い
ま
す
。

湯
の
浜
地
区

背
後

道
路
の
陥
没
状
況

越
波

状
況

指
宿

港
海
岸

凡
例

整
備
箇
所

事
業
費
：
6
6
0百

万
円

港
空
－

19

継
続

19
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